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ⅱ 障がいのない人の調査結果 

1. 地域での生活について 

（１） 地域における共生 

問１ あなたにとって、「地域における共生」を進める上で、特に重要だと思うことはなんですか。（いくつでも） 

 

「地域における共生」を進める上で、特に重要だと思うことについては、「障がいのある人も含

め、災害のときなどに協力しあう体制ができていること」67.5％が最も高くなっている。次いで

「障がいのある人が、困ったときに相談できる場所が地域にあること」67.3％、「障がいのある人

が、必要な福祉サービスや医療を受けられること」66.3％の順となっている。 

年齢別でみると、「障がいのある人も含め、災害のときなどに協力しあう体制ができているこ

と」、「障がいのある人が、必要な福祉サービスや医療を受けられること」は全年代で６割以上と

高くなっている。「障がいのある人が、困ったときに相談できる場所があること」は年代を追うに

つれて高くなる傾向にあり、50代以上では７割以上となっている。 
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全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 
  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

障がいのある人に自分の居場所があること

障がいのある人も含め、災害のときなどに
協力しあう体制ができていること

障がいのある人が、困ったときに相談できる
場所があること

障がいに関する理解が進み、差別や偏見を
感じずに生活できること

公共施設や道路がバリアフリーであること

障がいのある人が、必要な福祉サービスや
医療を受けられること

障がいのある人も、スポーツや文化活動な
どに参加しやすいこと

障がいのある人も、自分の意志や主張を素
直に言える環境があること

その他

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

障がいのある人に自分の居場所があること

障がいのある人も含め、災害のときなどに
協力しあう体制ができていること

障がいのある人が、困ったときに相談できる
場所があること

障がいに関する理解が進み、差別や偏見を
感じずに生活できること

公共施設や道路がバリアフリーであること

障がいのある人が、必要な福祉サービスや
医療を受けられること

障がいのある人も、スポーツや文化活動な
どに参加しやすいこと

障がいのある人も、自分の意志や主張を素
直に言える環境があること

その他

無回答
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問２ あなたの身近では「地域における共生」が進んでいると思いますか。「地域における共生」の具体的な例は、前問の選

択肢を参考にお答えください。（ひとつだけ） 

 

「地域における共生」が進んでいると思うかについては、「はい」15.9％、「いいえ」24.1％と

なっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、障がいのある人と何らかの関わりがある人では、

進んでいると感じる人はおよそ２割となっており、関わる機会がほとんどない人では、１割未満

となっている。 
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５０代(n=144)

６０代(n=144)

７０代以上(n=152)

はい いいえ わからない 無回答
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 
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全 体(n=790)
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学校や職場の同僚として関わりがある(n=78)

仕事で支援者として関わりがある(n=96)

知人・友人として関わりがある(n=79)

地域で見かける程度(n=236)

その他(n=23)

関わる機会がほとんどない(n=234)

はい いいえ わからない 無回答
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問３ お住まいの地域で障がいのある人が困っているときに、あなたがその人に対してできることはなんですか。（いくつでも） 

 

障がいのある人のためにできることとしては、「外出時のちょっとした手伝い」54.4％、「災害や急

病などの緊急時の支援」35.7％、「日常的な安否確認の声かけ」34.3％、「外出時の自発的な声かけ」

32.9％、「話し相手、情報の提供」24.3％、「ちょっとした家事の手伝い」18.5％の順となっている。 

年齢別でみると、「外出時のちょっとした手伝い」は 70 代以上を除く年代で最も高くなっている。

10代では、「外出時のちょっとした手伝い」と並んで「話し相手、情報の提供」「外出時の自発的な声

かけ」「災害や急病などの緊急時の支援」が高くなっている。70代以上では、「日常的な安否確認の声

かけ」が最も高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、「外出時のちょっとした手伝い」がどの層でもおよそ

５割以上で最も高くなっている。知人・友人として関わりがある人では、「日常的な安否確認の声かけ」

59.5％も高くなっている。 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

日常的な安否確認の声かけ

話し相手、情報の提供

外出時の自発的な声かけ（「何かお手伝い
しますか。」など）

外出時のちょっとした手伝い（ドアを開ける、
段差で車いすを押すなど）

家事のちょっとした手伝い（ゴミ出しなど）

災害や急病などの緊急時の支援

何をしたらいいのかわからない

その他

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

日常的な安否確認の声かけ

話し相手、情報の提供

外出時の自発的な声かけ（「何かお手伝い
しますか。」など）

外出時のちょっとした手伝い（ドアを開ける、
段差で車いすを押すなど）

家事のちょっとした手伝い（ゴミ出しなど）

災害や急病などの緊急時の支援

何をしたらいいのかわからない

その他

※「無回答」は件数0のため省略

(%)

(%)

18.8

37.5

37.5

37.5

18.8

37.5

12.5

6.3

0 20 40 60 80

16.3

16.3

36.3

66.3

7.5

30.0

15.0

5.0

0 20 40 60 80

22.6

16.7

35.7

57.1

9.5

38.1

17.9

1.2

0 20 40 60 80

29.6

24.6

33.1

52.8

14.8

35.9

15.5

4.2

0 20 40 60 80

41.7

29.2

28.5

57.6

22.2

36.8

12.5

1.4

0 20 40 60 80

37.5

25.0

34.0

54.9

25.7

37.5

13.9

2.1

0 20 40 60 80

48.0

26.3

32.2

47.4

24.3

34.2

12.5

3.9

0 20 40 60 80



Ⅱ 調査結果 

 

-122- 

＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

  

家族・親せきにいる
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学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として
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日常的な安否確認の声かけ
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外出時の自発的な声かけ（「何かお手伝
いしますか。」など）

外出時のちょっとした手伝い（ドアを開け
る、段差で車いすを押すなど）

家事のちょっとした手伝い（ゴミ出しなど）

災害や急病などの緊急時の支援

何をしたらいいのかわからない

その他

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

日常的な安否確認の声かけ

話し相手、情報の提供

外出時の自発的な声かけ（「何かお手伝
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る、段差で車いすを押すなど）

家事のちょっとした手伝い（ゴミ出しなど）

災害や急病などの緊急時の支援

何をしたらいいのかわからない

その他

※「無回答」は件数0のため省略
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（２） 障がいのある人との交流 

問４ あなたは、日頃、障がいのある人と関わりはありますか。（いくつでも） 

 

障がいのある人との交流については、「地域で見かける程度」29.9％、「家族・親せきにいる」

は 20.5％、「仕事で支援者として関わりがある」12.2％の順となっている。一方、「関わる機会が

ほとんどない」は 29.6％となっている。 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

家族・親せきにいる

学校や職場の同僚として関わりがある

仕事で支援者として関わりがある

知人・友人として関わりがある

地域で見かける程度

その他

関わる機会がほとんどない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

家族・親せきにいる

学校や職場の同僚として関わりがある

仕事で支援者として関わりがある

知人・友人として関わりがある

地域で見かける程度

その他

関わる機会がほとんどない

無回答
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＜経年比較＞ 

前回の調査結果と比べて、「学校や地域の同僚として」「仕事で支援者として」「知人・友人として」「地

域で見かける程度」が増加している。 

※「地域行事などの活動で関わりがある」「ボランティア活動で関わりがある」は今回の選択肢にないため割愛。 

 

 

 

主な介助者又は支援者は誰ですか。（○は 1 つ） 

  

18 

6 

13 

23 

6 

45 

22 

8 
7 

17 

8 

46 

2 

22 

7 7 

18 

8 

41 

5 

30 

11 11 

25 

9 

28 

2 

25 

9 8 9 

22 

5 

35 

1 

21 

10 
12 

10 

30 

3 

30 

1 

0%

20%

40%

60%

家
族
・親
せ
き
に
い
る

学
校
や
職
場
の
同
僚
と
し
て
関
わ
り
が
あ
る

仕
事
で
支
援
者
と
し
て
関
わ
り
が
あ
る

知
人
・友
人
と
し
て
関
わ
り
が
あ
る

地
域
で
見
か
け
る
程
度

そ
の
他

関
わ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い

無
回
答

H19年(n=993) H26年(n=1,215) H28年(n=1,138) R1年(n=1,109) R4年(n=1,181) R7年(n=790)



Ⅱ 調査結果 

 

-126- 

問５ あなたは、障がいや、障がいのある人に対して、主にどのようなイメージをもっていますか。（いくつでも）） 

 

障がいや、障がいのある人に対してのイメージについては、「接し方に迷うことがある」58.1％が最

も高く、次いで「特に何も思わない」25.3％、「少し距離を感じる」17.5％となっている。 

年齢別でみると、10代は、「特に何も思わない」62.5％が最も高く、20代以上は、「接し方に迷うこ

とがある」が最も高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、「接し方に迷うことがある」がどの層でも最も高くな

っている。仕事で支援者として関わりがある人は、「特に何も思わない」38.5％も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

11.8

58.1

17.5

25.3

4.2 3.9
0.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

特
別
に
感
じ
る

接
し
方
に
迷
う
こ
と
が
あ
る

少
し
距
離
を
感
じ
る

特
に
何
も
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い
、
考
え
た
こ
と
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

全 体(n=790)



Ⅱ 調査結果 

 

-127- 

＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

特別に感じる

接し方に迷うことがある

少し距離を感じる

特に何も思わない

わからない、考えたことがない

その他

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

特別に感じる

接し方に迷うことがある

少し距離を感じる

特に何も思わない

わからない、考えたことがない

その他

無回答
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33.8

4.2

4.2

0.0

0 20 40 60 80

11.8

61.8

18.8

22.2

2.8

4.9

0.0

0 20 40 60 80

13.2

61.8

20.1

19.4

2.8

6.3

1.4

0 20 40 60 80

15.8

59.9

21.7

17.8

7.2

3.3

0.0

0 20 40 60 80
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

 

  

家族・親せきにいる

(n=162)

学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として

関わりがある(n=96)

知人・友人として

関わりがある(n=79)

特別に感じる

接し方に迷うことがある

少し距離を感じる

特に何も思わない

わからない、考えたことがない

その他

無回答

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

特別に感じる

接し方に迷うことがある

少し距離を感じる

特に何も思わない

わからない、考えたことがない

その他

無回答

(%)

(%)

13.0

53.7

13.0

31.5

1.2

6.2

0.0

0 20 40 60 80

14.1

65.4

16.7

24.4

0.0

2.6

0.0

0 20 40 60 80

12.5

46.9

12.5

38.5

4.2

5.2

0.0

0 20 40 60 80

15.2

55.7

13.9

29.1

1.3

7.6

0.0

0 20 40 60 80

9.4

61.1

24.8

17.5

8.1

2.1

0.9

0 20 40 60 80

26.1

52.2

8.7

17.4

8.7

21.7

0.0

0 20 40 60 80

11.4

61.0

16.5

24.6

4.2

3.4

0.0

0 20 40 60 80
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問６ あなたは、障がいのある人の介助又は支援をしたことがありますか。（いくつでも） 

 

支援の内容では、「車いすを押すなど、ちょっとした手助け」43.5％が最も高く、次いで「福祉

体験で経験がある」18.4％、「日常的に介助又は支援している」15.9％となっている。一方、「介助

又は支援をしたことはない」は 35.4％となっている。 

年齢別でみると、30代と 60代では、「日常的に介助又は支援している」が２割台とやや高くな

っている。また、20代では、「福祉体験の経験がある」32.5％が他の年代と比較して高くなってい

る。 

 

 

 

 

  

43.5

18.4
15.9

3.5

35.4

1.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

車
い
す
を
押
す
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
手
助
け
を
し
た
こ
と
が
あ
る

福
祉
体
験
の
経
験
が
あ
る

日
常
的
に
介
助
又
は
支
援
し
て
い
る

（介
助
又
は
支
援
し
て
い
た
）

そ
の
他

介
助
又
は
支
援
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

車いすを押すなど、ちょっとした手助けをした
ことがある

福祉体験の経験がある

日常的に介助又は支援している（介助又は
支援していた）

その他

介助又は支援をしたことはない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

車いすを押すなど、ちょっとした手助けをした
ことがある

福祉体験の経験がある

日常的に介助又は支援している（介助又は
支援していた）

その他

介助又は支援をしたことはない

無回答

(%)

(%)

25.0

25.0

6.3

0.0

43.8

0.0

0 20 40 60 80

31.3

32.5

17.5

3.8

35.0

0.0

0 20 40 60 80

40.5

27.4

20.2

9.5

34.5

0.0

0 20 40 60 80

50.0

17.6

14.1

1.4

28.9

0.7

0 20 40 60 80

47.2

18.1

13.2

3.5

36.8

0.0

0 20 40 60 80

49.3

16.0

23.6

2.1

29.2

0.7

0 20 40 60 80

40.8

8.6

10.5

4.6

46.1

2.6

0 20 40 60 80
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2. 障害福祉に対する意識について 

（１） ヘルプマーク・ヘルプカードの認知 

問７ あなたは、「ヘルプマーク」を知っていますか。（いくつでも） 

 

「意味を知っており、見聞きしたことがある」が最も多く、全体の 47.8％となっている。次いで「見

聞きしたことがない」29.0％、「意味は知らないが、見聞きしたことがある」15.6％となっている。 

年齢別でみると、10代・20代では、「意味を知っており、見聞きしたことがある」が６割を超え、他

の年代に比べて高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、何らかの関わりがある人では、「使用している人を支援

したことがある」がおよそ２割と、関わる機会がほとんどない人に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

1.3

10.3

47.8

15.6

29.0

0.9
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

使
用
し
て
い
る

使
用
し
て
い
る
人
を
支
援
（声
か

け
、
電
車
や
バ
ス
で
席
を
譲
る
な

ど
）し
た
こ
と
が
あ
る

意
味
を
知
っ
て
お
り
、
見
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る

意
味
は
知
ら
な
い
が
、
見
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る

見
聞
き
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車やバ
スで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車やバ
スで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

(%)

(%)

6.3

6.3

75.0

12.5

6.3

0.0

0 20 40 60 80

0.0

10.0

61.3

21.3

8.8

1.3

0 20 40 60 80

1.2

16.7

52.4

17.9

20.2

0.0

0 20 40 60 80

1.4

7.7

46.5

15.5

30.3

0.7

0 20 40 60 80

1.4

6.9

47.9

17.4

27.8

0.7

0 20 40 60 80

2.1

13.2

47.9

11.1

34.0

0.0

0 20 40 60 80

0.7

9.9

36.2

15.1

42.1

2.0

0 20 40 60 80
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

  

家族・親せきにいる

(n=162)

学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として

関わりがある(n=96)

知人・友人として

関わりがある(n=79)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車や
バスで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車や
バスで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

(%)

(%)

3.7

15.4

54.9

13.6

20.4

0.6

0 20 40 60 80

0.4

4.3

29.9

20.5

45.3

1.3

0 20 40 60 80

4.3

8.7

60.9

8.7

21.7

0.0

0 20 40 60 80

0.8

9.7

55.5

14.4

24.6

0.4

0 20 40 60 80

2.5

21.5

57.0

7.6

24.1

0.0

0 20 40 60 80

2.1

19.8

64.6

11.5

14.6

1.0

0 20 40 60 80

3.8

20.5

55.1

12.8

17.9

0.0

0 20 40 60 80
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問８ あなたは、「ヘルプカード」を知っていますか。（いくつでも） 

 

「見聞きしたことがない」が最も多く、全体の 45.8％となっている。次いで「意味を知っており、見

聞きしたことがある」33.4％、「意味は知らないが、見聞きしたことがある」14.8％となっている。 

年齢別でみると、10 代では、「意味を知っており、見聞きしたことがある」43.8％が他の年代に比べ

てやや高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、何らかの関わりがある人たちでも「見聞きしたことがな

い」は３割と、ヘルプマークよりも認知度が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8
6.6

33.4

14.8

45.8

1.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

使
用
し
て
い
る

使
用
し
て
い
る
人
を
支
援
（声
か

け
、
電
車
や
バ
ス
で
席
を
譲
る
な

ど
）し
た
こ
と
が
あ
る

意
味
を
知
っ
て
お
り
、
見
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る

意
味
は
知
ら
な
い
が
、
見
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る

見
聞
き
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車やバ
スで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車やバ
スで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

(%)

(%)

6.3

6.3

43.8

12.5

31.3

6.3

0 20 40 60 80

0.0

2.5

38.8

20.0

38.8

1.3

0 20 40 60 80

1.2

8.3

32.1

15.5

46.4

1.2

0 20 40 60 80

1.4

7.0

30.3

14.8

47.2

0.7

0 20 40 60 80

0.0

7.6

34.7

19.4

38.9

1.4

0 20 40 60 80

0.7

6.9

36.8

9.7

50.0

0.0

0 20 40 60 80

0.7

6.6

28.3

13.2

52.6

3.3

0 20 40 60 80
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

 

  

家族・親せきにいる

(n=162)

学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として

関わりがある(n=96)

知人・友人として

関わりがある(n=79)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車や
バスで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

使用している

使用している人を支援（声かけ、電車や
バスで席を譲るなど）したことがある

意味を知っており、見聞きしたことがある

意味は知らないが、見聞きしたことがある

見聞きしたことがない

無回答

(%)

(%)

3.1

12.3

40.1

16.7

33.3

1.2

0 20 40 60 80

2.5

12.7

41.8

12.7

38.0

1.3

0 20 40 60 80

2.1

15.6

54.2

6.3

30.2

1.0

0 20 40 60 80

1.3

14.1

37.2

17.9

35.9

0.0

0 20 40 60 80

0.0

0.4

16.7

15.0

66.2

2.1

0 20 40 60 80

0.0

4.3

43.5

4.3

47.8

4.3

0 20 40 60 80

0.4

7.6

38.1

16.1

39.8

1.3

0 20 40 60 80
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（２） 障がいのある人への差別・偏見について 

問９ あなたは、「障害者差別解消法」を知っていますか。（いくつでも） 

 

「障害者差別解消法」を「知らない」は全体の 60.0％となっている。知っている人はおよそ４

割となっている。 

年齢別でみると、10代では、「不当な差別的取り扱いの禁止」や「合理的配慮の提供の義務化」

といった、内容の認知度が他の年代より高くなっている。20代以上では、「知らない」がおよそ６

割と、全体的に認知度が低くなっている。 

 

 

 

 

  

17.2
10.4

19.9

60.0

0.6
0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

「不
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取
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禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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っ
て
い
る

「合
理
的
配
慮
の
提
供
」が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

法
律
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
、
内
容
は
知
ら
な
い

知
ら
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

知らない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

知らない

無回答

(%)

(%)

「不当な差別的取り扱い」が禁止されていることを
知っている

「合理的配慮の提供」が義務化されていることを知っ
ている

法律の名前を聞いたことはあるが、内容は知らない

「不当な差別的取り扱い」が禁止されていることを
知っている

「合理的配慮の提供」が義務化されていることを知っ
ている

法律の名前を聞いたことはあるが、内容は知らない

37.5

18.8

25.0

37.5

0.0

0 20 40 60 80

21.3

15.0

16.3

58.8

0.0

0 20 40 60 80

19.0

13.1

16.7

63.1

0.0

0 20 40 60 80

15.5

13.4

17.6

63.4

0.0

0 20 40 60 80

15.3

6.3

25.0

57.6

0.7

0 20 40 60 80

20.8

10.4

18.1

59.7

0.7

0 20 40 60 80

10.5

6.6

21.7

63.2

1.3

0 20 40 60 80
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問 10 あなたは、障がいのある人に対し、障がいを理由とする差別や偏見があると思いますか。（ひとつだけ） 

 

障がいのある人への差別・偏見を多少なりとも感じている人は、全体の 47.2％となっている。

20代・40代で「はい」が５割以上と高くなっている。一方、10代では差別・偏見がないと感じて

いる人が 37.5％と他の年代と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

  

47.2

25.0

65.0

46.4

54.9

43.8

43.1

38.8

24.2

37.5

17.5

21.4

21.1

26.4

23.6

30.3

28.4

37.5

17.5

32.1

23.9

29.9

33.3

30.3

0.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=790)

１０代(n=16)

２０代(n=80)

３０代(n=84)

４０代(n=142)

５０代(n=144)

６０代(n=144)

７０代以上(n=152)

はい いいえ わからない 無回答
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

 

＜経年変化＞ 

過去の調査では選択肢が異なるため、参考として掲載する。 

 

 

 

  

47.2

46.3

52.6

57.3

48.1

51.3

52.2

41.5

24.2

25.3

21.8

21.9

21.5

23.7

21.7

23.1

28.4

28.4

25.6

20.8

29.1

24.6

26.1

35.5

0.3

1.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(n=790)

家族・親せきにいる(n=162)

学校や職場の同僚として関わりがある(n=78)

仕事で支援者として関わりがある(n=96)

知人・友人として関わりがある(n=79)

地域で見かける程度(n=236)

その他(n=23)

関わる機会がほとんどない(n=234)

はい いいえ わからない 無回答

29.2

32.7

35.1

51.6

51.4

50.3

10.9

9.6

9.1

8.3

6.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年(n=1,138)

R1年(n=1,109)

R4年(n=1,181)

あると思う 少しはあると思う ないと思う 無回答

47.2 24.2 28.4 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7年(n=790)

はい いいえ わからない 無回答
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問 11 問 10 で「はい」の場合、障がいのある人に対して、差別や偏見があると感じるのは、どのようなときですか。 

（いくつでも） 

 

差別・偏見があると答えた人に対し、どのような場面で感じるかをたずねたところ、「道路が狭

く、段差も多く、スロープのなかったとき」60.9％が最も高くなっている。次いで「本人を無視し

て介助者・支援者や付き添い者のみに話しかけたとき」30.0％、「お店やサービスなどの利用を断

られたとき」29.0％、「就職活動の際、障がいを理由に面接を断られたとき」26.3％となっている。 

 

 

 

 

  

14.5

30.0 29.0
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0.3
0%

20%

40%

60%

80%
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無
回
答

該当調査数(n=373)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

  

１０代(n=4) ２０代(n=52) ３０代(n=39) ４０代(n=78)

障がいを理由に障がい者の対応の順番が
後回しになったとき

本人を無視して、介助者・支援者や付き添
い者のみに話しかけたとき

お店やサービスの利用を断られたとき

道路が狭く、段差も多く、スロープもなかっ
たとき

就職活動の際、障がいを理由に面接を断ら
れたとき

その他

無回答

５０代(n=63) ６０代(n=62) ７０代以上(n=59)

障がいを理由に障がい者の対応の順番が
後回しになったとき

本人を無視して、介助者・支援者や付き添
い者のみに話しかけたとき

お店やサービスの利用を断られたとき

道路が狭く、段差も多く、スロープもなかっ
たとき

就職活動の際、障がいを理由に面接を断ら
れたとき

その他

無回答

(%)

(%)

0.0

25.0

25.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

25.0

30.8

30.8

46.2

28.8

19.2

0.0

0 20 40 60 80

10.3

48.7

38.5

61.5

28.2

15.4

0.0

0 20 40 60 80

12.8

21.8

23.1

53.8

21.8

14.1

1.3

0 20 40 60 80

19.0

19.0

25.4

60.3

22.2

14.3

0.0

0 20 40 60 80

11.3

38.7

38.7

74.2

29.0

4.8

0.0

0 20 40 60 80

8.5

28.8

20.3

71.2

25.4

8.5

0.0

0 20 40 60 80



Ⅱ 調査結果 

 

-143- 

＜経年比較＞ 

過去の調査結果と比べると、「道路が狭く、段差も多く、スロープのなかったとき」は減少傾向にあ

り、「障がいを理由に障がい者の対応の順番が後回しになったとき」「就職活動の際、障がいを理由に

面接を断られたとき」は増加傾向となっている。 
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（３） 福祉への関心について 

問 12 あなたは、福祉について関心がありますか。（ひとつだけ） 

 

福祉への関心については、「関心がある」16.1％、「ある程度関心がある」52.7％と、関心のあ

る人がおよそ７割となっている。 

年齢別でみると、関心がある人の割合は各年代で６割以上となっており、10 代では、「関心が

ある」25.0％が他の年代と比べて高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、何らかの関わりがある人たちのほうが関わる機会

がほとんどない人に比べて、関心のある割合が高く、家族・親せきにいる人、仕事で支援者とし

て関わりがある人では、８割以上となっている。 

 

 
 

＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

  

関心が
ある

関心が
ない

68.8 % 22.7 %

81.4 % 14.2 %

74.4 % 18.0 %

86.5 % 10.4 %

79.7 % 12.7 %

69.1 % 25.0 %

78.2 % 13.0 %

54.7 % 31.6 %

16.1

19.1

21.8

39.6

27.8

12.7

30.4

9.0

52.7

62.3

52.6

46.9

51.9

56.4

47.8

45.7

18.9

10.5

15.4

7.3

8.9

21.6

8.7

26.5

3.8

3.7

2.6

3.1

3.8

3.4

4.3

5.1

8.1

4.3

7.7

2.1

5.1

5.9

8.7

13.7

0.5

1.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(n=790)

家族・親せきにいる(n=162)

学校や職場の同僚として関わりがある(n=78)

仕事で支援者として関わりがある(n=96)

知人・友人として関わりがある(n=79)

地域で見かける程度(n=236)

その他(n=23)

関わる機会がほとんどない(n=234)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答

関心が
ある

関心が
ない

68.8 % 22.7 %

62.5 % 31.3 %

61.3 % 32.5 %
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66.2 % 28.1 %

73.6 % 18.1 %

67.4 % 19.5 %

77.0 % 14.4 %
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１０代(n=16)

２０代(n=80)

３０代(n=84)

４０代(n=142)

５０代(n=144)

６０代(n=144)

７０代以上(n=152)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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＜経年比較＞ 

関心がある人の割合が前回調査までは減少傾向にあったが、今回調査では増加し、およそ７割

となっており、平成 19年調査を上回っている。 

なお、前回調査までは「とても関心がある」「まったく関心がない」としていた選択肢を「関心

がある」「関心がない」に変更している。 
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ない

67.7% 22.0%

54.7% 29.3%

50.5% 32.0%

54.6% 28.8%

48.0% 31.5%

68.8% 22.7%
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18.9

1.2

1.5

2.7

1.6

1.9

3.8

6.5

12.8

10.5

10.8

13.1

8.1

3.8

3.2

6.9

5.7

7.5

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H19年(n=993)

H26年(n=1,215)

H28年(n=1,138)

R1年(n=1,109)

R4年(n=1,181)

R7年(n=790)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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問 13 問 12 で「関心がある」、「ある程度関心がある」場合、あなたが関心のある福祉の分野は何ですか。（いくつでも） 

 

関心を持っている人に対し、関心のある福祉分野をたずねたところ、「高齢者福祉」55.4％が最

も高く、次いで「身体障がい」44.8％、「発達障がい」39.8％、「児童福祉や子育て支援」37.0％と

なっている。 

年齢別でみると、40代以上では、「高齢者福祉」が最も高くなっている。30代以下は、「児童福

祉や子育て支援」が最も高く、20代・50代以上は、「身体障がい」も高くなっている。 
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＜年齢別＞ 

 

 

  

１０代(n=10) ２０代(n=49) ３０代(n=53) ４０代(n=94)

身体障がい

手話

知的障がい

精神障がい

発達障がい

医療的ケア児

児童福祉や子育て支援

難病患者

高次脳機能障がい

高齢者福祉

社会福祉や地域福祉全般

その他

５０代(n=106) ６０代(n=97) ７０代以上(n=117)

身体障がい

手話
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難病患者

高次脳機能障がい
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社会福祉や地域福祉全般

その他

※「無回答」は件数0のため省略
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＜経年比較＞ 

「児童福祉や子育て支援」は減少傾向にある一方、「身体障がい」「発達障がい」は増加傾向に

あり、今回調査では特に増加している。 

※「手話」は今回調査より新設。 
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問 14 あなたは、障がい福祉関係のボランティア活動への参加について関心がありますか。（ひとつだけ） 

 

障がい福祉関係のボランティア活動への関心度について、全体では、「関心がある」6.7％、「あ

る程度関心がある」30.9％で関心のある人はおよそ４割となっている。 

年齢別でみると、関心のある人の割合は 10 代でおよそ６割と高くなっている。一方、30 代は

関心のある人の割合は３割未満と低くなっており、関心がない人が 56.0％と高くなっている。 

障がいのある人との関わり状況別でみると、何らかの関わりがある人のほうが、関わる機会が

ほとんどない人と比べて、関心のある人の割合が高く、知人・友人として関わりがある人では

57.0％と高くなっている。 

 

 

 

 

＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

  

関心が
ある

関心が
ない

37.6 % 47.1 %

58.8 % 35.3 %

38.8 % 55.1 %

28.6 % 56.0 %

34.5 % 54.9 %

43.0 % 41.6 %

36.8 % 41.6 %

38.8 % 41.5 %

6.7

25.0

1.3

6.0

6.3

8.3

9.0

5.9

30.9

31.3

37.5

22.6

28.2

34.7

27.8

32.9

34.3

25.0

33.8

39.3

39.4

33.3

34.0

30.3

12.8

12.5

21.3

16.7

15.5

8.3

7.6

11.2

14.1

6.3

6.3

14.3

9.9

13.9

20.1

17.8

1.3

1.2

0.7

1.4

1.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=790)

１０代(n=16)

２０代(n=80)

３０代(n=84)

４０代(n=142)

５０代(n=144)

６０代(n=144)

７０代以上(n=152)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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37.6 % 47.1 %

43.8 % 42.0 %

39.7 % 50.0 %

47.9 % 40.6 %

57.0 % 32.9 %

36.4 % 49.6 %

30.4 % 43.5 %

28.2 % 51.8 %
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全 体(n=790)

家族・親せきにいる(n=162)

学校や職場の同僚として関わりがある(n=78)

仕事で支援者として関わりがある(n=96)

知人・友人として関わりがある(n=79)

地域で見かける程度(n=236)

その他(n=23)

関わる機会がほとんどない(n=234)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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＜経年比較＞ 

前回調査までは「とても関心がある」「まったく関心がない」としていた選択肢を「関心があ

る」「関心がない」に変更しているが、関心がある人の割合は減少傾向が止まらず、関心がない人

の割合は増加傾向となっている。 

 

 

  

関心が
ある

関心が
ない

52.0% 31.4%

44.9% 35.9%

46.8% 35.2%

46.6% 35.0%

37.0% 41.3%

37.6% 47.1%
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H26年(n=1,215)

H28年(n=1,138)

R1年(n=1,109)

R4年(n=1,181)

R7年(n=790)

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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問 15 あなたが、ボランティア活動で参加したいと思うものを答えてください。（いくつでも） 

 

今後参加してみたいボランティア活動については、「ふれあい活動や交流活動、イベント等の

手伝い」23.0％、「買い物や掃除、草取りなどの身の回りの手伝い」20.6％、「相談・見守り、話し

相手」20.6％、「手話・点訳・音訳・要約筆記の活動」15.2％の順となっている。 

年齢別でみると、40 代以上では、「ふれあい活動や交流活動、イベント等の手伝い」が最も高

くなっている。 
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リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
・介
助

一
般
的
な
電
気
器
具
や
道
具
の
使

い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

専
門
技
術
を
生
か
し
た
教
育
・活

動
・指
導
活
動

ふ
れ
あ
い
活
動
や
交
流
活
動
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
手
伝
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

手話・点訳・音訳・要約筆記の活動

食事や入浴、衣類の着脱などの手伝い

買い物や掃除、草取りなどの身の回りの手伝い

外出時の手伝い、外出支援（ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ）、送迎ｻｰﾋﾞｽ

配食サービス

福祉施設、通所事業所などでの手伝い

相談・見守り（安否確認）、話し相手

スポーツ・レクリエーションの指導・介助

一般的な電気器具や道具の使い方のアドバイス

専門技術を生かした教育・活動・指導活動

ふれあい活動や交流活動、イベント等の手伝い

その他

特にない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

手話・点訳・音訳・要約筆記の活動

食事や入浴、衣類の着脱などの手伝い

買い物や掃除、草取りなどの身の回りの手伝い

外出時の手伝い、外出支援（ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ）、送迎ｻｰﾋﾞｽ

配食サービス

福祉施設、通所事業所などでの手伝い

相談・見守り（安否確認）、話し相手

スポーツ・レクリエーションの指導・介助

一般的な電気器具や道具の使い方のアドバイス

専門技術を生かした教育・活動・指導活動

ふれあい活動や交流活動、イベント等の手伝い

その他

特にない

無回答

(%)

(%)

37.5

12.5

25.0

0.0

6.3

12.5

43.8

6.3

12.5

18.8

37.5

0.0

18.8

0.0

0 20 40 60

23.8

1.3

16.3

8.8

2.5

7.5

20.0

18.8

5.0

16.3

17.5

2.5

27.5

0.0

0 20 40 60

17.9

6.0

15.5

10.7

3.6

13.1

13.1

9.5

3.6

19.0

15.5

0.0

41.7

0.0

0 20 40 60

10.6

1.4

20.4

14.1

11.3

11.3

19.7

11.3

9.2

8.5

27.5

0.7

32.4

0.0

0 20 40 60

20.1

3.5

25.0

17.4

6.9

19.4

21.5

9.7

10.4

13.9

25.0

0.0

25.7

0.0

0 20 40 60

13.2

3.5

22.9

15.3

6.9

16.7

22.2

9.0

6.9

9.7

26.4

2.1

31.9

0.0

0 20 40 60

6.6

3.9

19.7

7.2

2.6

8.6

23.0

6.6

3.9

1.3

21.1

0.0

43.4

1.3

0 20 40 60
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＜経年比較＞ 

「手話・点訳・音訳・要約筆記の活動」は過去最も高くなったが、全体的に減少傾向となって

いる。 

※令和４年調査までは回答数の上限を３つまでとしていたが、今回調査では上限なしとしている。また、令和４年までは郵送

調査だったため、無回答が３割前後あったが、今回調査からオンライン回答となったことで無回答は大幅に減少し（今回 0.4％）、

「特にない」が増加している。 

 

 

  

12 

4 

17 

11 

7 

19 

15 

12 

8 
10 

23 

1 

13 

4 

27 

16 

11 

20 

26 

15 

10 
12 

33 

1 
3 

28 

8 

3 

22 

12 

7 

14 

22 

12 

8 8 

30 

0 

8 

31 

9 

4 

25 

13 

8 

17 

25 

10 

7 
9 

34 

1 

6 

29 

10 

4 

21 

11 

7 

12 

20 

10 

7 7 

27 

0 

6 

33 

15 

4 

21 

12 

7 

13 

21 

10 

7 

11 

23 

1 

33 

0 
0%

20%

40%

手
話
・点
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訳
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記
の
活
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食
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入
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、
衣
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の
着
脱
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の
手
伝

い

買
い
物
や
掃
除
、
草
取
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な
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の
身
の
回

り
の
手
伝
い

外
出
時
の
手
伝
い
、
外
出
支
援
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ル
プ
）、

配
食
サ
ー
ビ
ス

福
祉
施
設
、
通
所
事
業
所
な
ど
で
の
手
伝

い

相
談
・見
守
り
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否
確
認
）、
話
し
相
手

ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
・介

助

一
般
的
な
電
気
器
具
や
道
具
の
使
い
方
の

ア
ド
バ
イ
ス

専
門
技
術
を
生
か
し
た
教
育
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動
・指

導
活
動

ふ
れ
あ
い
活
動
や
交
流
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
手
伝
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

H19年(n=993) H26年(n=1,215) H28年(n=1,138) R1年(n=1,109) R4年(n=1,181) R7年(n=790)
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3. 障がいのある人の災害対策・就労について 

（１） 災害対策について 

問 16 あなたは、大雨などでお住まいの地域に避難指示が発表されたときに、地域に住んでいる障がいのある人の避難行

動を支援することができますか。（いくつでも） 

 

障がいのある人に対し避難行動を支援できるかについては、「声かけをすることができる」

40.6％が最も高く、次いで「避難場所に一緒にいくことができる」25.1％となっている。一方、

「支援はできない」は 16.1％となっている。 

年齢別でみると、全ての年代で、「声かけをすることができる」が最も高くなっている。また、

30代で「支援ができない」26.2％が他の年代と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

40.6

25.1

16.1

33.4

0.5
0%

20%

40%

60%

声
か
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

避
難
場
所
に
一
緒
に
い
く
こ
と
が
で

き
る

支
援
は
で
き
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

声かけをすることができる

避難場所に一緒にいくことができる

支援はできない

わからない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

声かけをすることができる

避難場所に一緒にいくことができる

支援はできない

わからない

無回答

(%)

(%)

56.3

50.0

12.5

18.8

0.0

0 20 40 60

32.5

25.0

18.8

37.5

0.0

0 20 40 60

29.8

26.2

26.2

31.0

0.0

0 20 40 60

45.1

34.5

14.8

29.6

0.0

0 20 40 60

38.9

25.7

11.1

39.6

0.0

0 20 40 60

43.8

23.6

10.4

34.7

0.0

0 20 40 60

46.1

15.1

21.7

28.9

1.3

0 20 40 60

家族・親せきにいる

(n=162)

学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として

関わりがある(n=96)

知人・友人として

関わりがある(n=79)

声かけをすることができる

避難場所に一緒にいくことができる

支援はできない

わからない

無回答

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

声かけをすることができる

避難場所に一緒にいくことができる

支援はできない

わからない

無回答
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(%)
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0 20 40 60 80
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（２） 障がいのある人の就労について 

問 17 あなたは、障がいのある人と障がいのない人が一緒に働くときに、障がいのある人にとってどういった環境（配慮）が必

要であると思いますか。（いくつでも） 

 

障害のある人が働くために必要だと思われることは、「雇う側や同僚が障がいを理解してくれ

ること」77.1％が最も高く、次いで「障がいの程度に合った仕事であること」74.4％、「職場によ

い指導者や支援者、相談できる先輩がいること」55.7％、「働く時間や日数を調整できること」

53.5％の順となっている。 

年齢別でみると、20代以下・40代・60代以上では、「雇う側や同僚が障がいを理解してくれる

こと」が最も高く、30 代・50 代では、「障がいの程度に合った仕事であること」が最も高くなっ

ている。 
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こ
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・通
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施
設
ま
で
の
交
通

手
段
が
障
が
い
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

こ
と

通
院
日
の
確
保
に
つ
い
て
配
慮
が
あ

る
こ
と

賃
金
・工
賃
が
妥
当
で
あ
る
こ
と

障
が
い
の
程
度
に
合
っ
た
仕
事
で
あ

る
こ
と

職
業
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

雇
う
側
や
同
僚
が
障
が
い
を
理
解

し
て
く
れ
る
こ
と

職
場
に
よ
い
指
導
者
や
支
援
者
、
相

談
で
き
る
先
輩
が
い
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体(n=790)
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＜年齢別＞ 

 

 

  

１０代(n=16) ２０代(n=80) ３０代(n=84) ４０代(n=142)

働く時間や日数を調整できること

通院日の確保について配慮があること

賃金・工賃が妥当であること

障がいの程度に合った仕事であること

職業訓練を受けられること

雇う側や同僚が障がいを理解してくれること

職場によい指導者や支援者、相談できる先輩がいること

その他

わからない

無回答

５０代(n=144) ６０代(n=144) ７０代以上(n=152)

働く時間や日数を調整できること

通院日の確保について配慮があること

賃金・工賃が妥当であること

障がいの程度に合った仕事であること

職業訓練を受けられること

雇う側や同僚が障がいを理解してくれること

職場によい指導者や支援者、相談できる先輩がいること

その他

わからない

無回答

(%)

(%)

勤務場所・通所施設までの交通手段が障がいに配慮さ
れていること

勤務場所・通所施設までの交通手段が障がいに配慮さ
れていること

37.5
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30.9
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0 20 40 60 80 100
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＜障がいのある人との関わり状況別＞ 

 

 

 

 

  

  

家族・親せきにいる

(n=162)

学校や職場の同僚として

関わりがある(n=78)

仕事で支援者として

関わりがある(n=96)

知人・友人として

関わりがある(n=79)

働く時間や日数を調整できること

通院日の確保について配慮があること

賃金・工賃が妥当であること

障がいの程度に合った仕事であること

職業訓練を受けられること

雇う側や同僚が障がいを理解してくれること

職場によい指導者や支援者、相談できる先輩がいること

その他

わからない

地域で見かける程度

(n=236)
その他(n=23)

関わる機会が

ほとんどない(n=234)

働く時間や日数を調整できること

通院日の確保について配慮があること

賃金・工賃が妥当であること

障がいの程度に合った仕事であること

職業訓練を受けられること

雇う側や同僚が障がいを理解してくれること

職場によい指導者や支援者、相談できる先輩がいること

その他

わからない

※「無回答」は件数0のため省略

勤務場所・通所施設までの交通手段が障がいに配慮
されていること

勤務場所・通所施設までの交通手段が障がいに配慮
されていること
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4. 回答者属性 

（１） 回答者属性 

問 18 あなた（ご本人）の性別を教えてください。（ひとつだけ） 

 

性別では、「男性」42.4％、「女性」54.3％と女性の割合が高くなっている。 

 

 

 
 

問 19 あなた（ご本人）の年齢を教えてください。（数字を記載） 

 

年齢では、「70 代以上」19.2％が最も高く、次いで「60 代」と「50 代」18.2％、「40 代」18.0％、

「30代」10.6％、「20代」10.1％、「10代」2.0％となっている。 

 

 
 

問 20 あなた（ご本人）が住んでいるところを教えてください。（ひとつだけ） 

 

居住区では、「葵区」38.0％、「駿河区」30.0％、「清水区」30.8％となっている。 

 

 

42.4 54.3

2.8

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=790)

男性 女性 回答しない 無回答

2.0

10.1 10.6 18.0 18.2 18.2 19.2 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=790)

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

38.0 30.0 30.8

0.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=790)

葵区 駿河区 清水区 その他 無回答


